
  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ホームページをご覧ください 日本共産党豊田市議団 

県
内
の
す
べ
て
の
自
治
体
を
訪

問
し
、
医
療
・
介
護
・
福
祉
な
ど
社

会
保
障
の
拡
充
と
国
や
県
に
意
見

書
の
提
出
を
求
め
て
要
請
す
る 

２
０
２
１
自
治
体
キ
ャ
ラ
バ
ン
（
愛

知
自
治
体
キ
ャ
ラ
バ
ン
実
行
委
員

談
後
に
な
り
ま
し
た
。 

要
請
に
は
、
豊
田
年
金
者
組
合
、

新
婦
人
、
民
商
な
ど
の
市
民
団
体

か
ら
８
名
が
参
加
。
新
婦
人
か
ら

は
子
ど
も
の
給
食
費
の
無
償
化
に

つ
い
て
質
問
が
さ
れ
、
市
の
回
答

で
は
、
就
学
援
助
制
度
の
活
用
で

負
担
軽
減
と
な
っ
て
い
る
と
い
う

認
識
で
し
た
。
介
護
保
険
を
利
用

し
て
い
る
方
か
ら
は
、
ケ
ア
マ
ネ

手前は回答する市の担当課。奥がキャラバン隊 

会
主
催
）
が
、
１
０
月
１
９
日
に

豊
田
市
で
要
請
と
懇
談
を
行
い
ま

し
た
。
今
年
で
４
２
回
目
を
迎
え

ま
す
。
懇
談
の
際
に
、
文
書
で
の

回
答
を
要
請
し
て
い
ま
す
が
、
今

回
の
懇
談
で
は
、
文
書
回
答
は
懇 

 

  

  

  

  

  

（
今
週
は
片
面
編
集
で
す
） 

えん罪を無くすつどい 

講師は桜井昌司さん 
1967年の茨城・布川事件で自白させられた 

桜井さんは、29年間の服役後に再審請求 

をしたが棄却。２度目の再審請求で再審 

が始まり、2011年に再審無罪となった。 

2021年         14時～16時 

祟化館交流館 大会議室にて 

主催は国民救援会豊田みよし支部 

第33回豊田市平和を願う戦争展 

被爆 76 年 平和のバトンを未来へ！ 

語り継ぐ戦争の記憶 
 
2021年 

９時半～１８時 
豊田産業文化センター多目的ホール 

主催は豊田市平和を願う戦争展実行委員会 

新日本婦人の会豊田支部 

 

戦争に関する展示とともに催しも 

・子どもコーナー 10時～17時 

・平和紙芝居（まーるの会）10時半～ 

・朗読（音楽付）（ののはな）11時半～ 

・朗読劇「この子たちの夏」より 

むぎわらぼうしの会 14時～14時半 

・戦争体験を聞く会 

「語り継がれた長崎の原爆」ほか 

14時 40分～15時 40分 

ジ
ャ
ー
不
足
に
つ
い
て
市
に
問
い
、「
足
り
て
い

る
が
、
余
裕
が
な
い
」
と
の
こ
と
で
し
た
。 

ま
た
、
毎
年
の
要
望
内
容
と
な
っ
て
い
る
「
す

べ
て
の
要
介
護
認
定
者
を
障
が
い
者
控
除
の
対

象
と
し
て
認
め
る
こ
と
」
に
対
し
て
は
、
認
定

書
発
行
は
、
一
部
の
人
に
限
定
し
て
い
る
と
の

こ
と
。
引
き
続
き
、
要
望
す
る
こ
と
が
必
要
で

あ
り
、
多
く
の
課
題
が
残
さ
れ
た
行
動
と
な
り

ま
し
た
。 

愛
知
自
治
体
キ
ャ
ラ
バ
ン
隊
の
小
松
民
子
事

務
局
長
か
ら
、
国
保
や
生
活
保
護
に
つ
い
て
の

要
望
を
伝
え
ま
し
た
が
、
国
の
動
向
を
見
て
い

く
と
の
回
答
と
な
り
ま
し
た
。
さ
ま
ざ
ま
な
要

望
項
目
に
つ
い
て
、
そ
の
実
現
と
社
会
保
障
施

策
の
前
進
を
目
指
し
、
引
き
続
き
運
動
が
必
要

で
す
。 


